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1
　
は
じ
め
に

　「
結
婚
の
自
由
を
す
べ
て
の
人
に
」
訴
訟
（
同
性
婚
訴
訟
）
は
、
民
法
及
び
戸
籍
法
の
規
定
の
う
ち
、
法
律
上
（
戸
籍
上
）
同
性
の

者
同
士
の
婚
姻
を
認
め
な
い
点
が
憲
法
に
違
反
す
る
と
し
て
、
札
幌
、
東
京
、
愛
知
、
大
阪
及
び
福
岡
の
各
裁
判
所
に
て
提
起
さ
れ

た
国
家
賠
償
請
求
訴
訟
で
あ
る
。
同
訴
訟
の
弁
護
団
は
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
ご
と
に
組
成
さ
れ
て
お
り
、
筆
者
は
、
そ
の
う
ち
東
京
で
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提
起
し
た
訴
訟
に
対
応
す
る
弁
護
団
に
所
属
し
て
い
る
（
東
京
で
は
二
〇
一
九
年
二
月
一
四
日
に
提
起
し
た
訴
訟
（
以
下
「
東
京
一
次
訴

訟
」
と
い
う
。）
及
び
二
〇
二
一
年
三
月
二
六
日
に
追
加
で
提
起
し
た
訴
訟
（
以
下
「
東
京
二
次
訴
訟
」
と
い
う
。）
の
二
件
が
係
属
し
て
い
る
。

以
下
、
東
京
一
次
訴
訟
及
び
東
京
二
次
訴
訟
に
対
応
す
る
弁
護
団
を
「
東
京
弁
護
団
」
と
い
う
。）。

　
は
じ
め
に
、「
結
婚
の
自
由
を
す
べ
て
の
人
に
」
や
「
法
律
上
同
性
／
法
律
上
異
性
の
カ
ッ
プ
ル
」
と
い
う
表
記
に
つ
い
て
説
明

す
る
。

　「
結
婚
の
自
由
を
す
べ
て
の
人
に
」
訴
訟
は
「
同
性
婚
訴
訟
」
と
記
載
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
が
、
同
訴
訟
は
同
性
愛
者
の
た
め
だ

け
の
も
の
で
は
な
い
。
例
え
ば
、
ト
ラ
ン
ス
ジ
ェ
ン
ダ
ー
男
性
（
戸
籍
上
の
性
別
は
女
性
）
の
異
性
愛
者
と
シ
ス
ジ
ェ
ン
ダ
ー
女
性

（
戸
籍
上
の
性
別
は
女
性
）
の
異
性
愛
者
の
カ
ッ
プ
ル
の
場
合
、
あ
え
て
分
類
す
る
な
ら
、
そ
の
性
的
指
向
や
ジ
ェ
ン
ダ
ー
ア
イ
デ
ン

テ
ィ
テ
ィ
に
即
し
て
「
異
性
愛
者
の
カ
ッ
プ
ル
」
や
「
異
性
カ
ッ
プ
ル
」
等
と
い
う
べ
き
で
あ
る
が
、
戸
籍
上
の
性
別
が
同
性
で
あ

る
と
い
う
だ
け
の
理
由
で
婚
姻
で
き
な
い
状
況
に
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
に
照
ら
し
て
、
同
性
愛
者
に
限
ら
ず
様
々
な
セ
ク
シ
ュ

ア
リ
テ
ィ
の
カ
ッ
プ
ル
が
戸
籍
上
の
性
別
が
同
性
で
あ
る
と
い
う
理
由
だ
け
で
婚
姻
で
き
な
い
こ
と
の
問
題
を
訴
え
て
い
る
の
が
今

回
の
一
連
の
訴
訟
で
あ
る
が
、「
同
性
婚
」
と
い
う
表
記
で
は
同
性
愛
者
（
だ
け
）
の
た
め
の
婚
姻
と
誤
解
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。

そ
の
た
め
、
弁
護
団
は
一
連
の
訴
訟
の
こ
と
を
「
同
性
婚
」
訴
訟
で
は
な
く
「
結
婚
の
自
由
を
す
べ
て
の
人
に
」
訴
訟
と
呼
称
し
て

い
る（

（
（

。

　
ま
た
、
戸
籍
上
の
性
別
が
同
じ
カ
ッ
プ
ル
の
こ
と
を
、
特
に
留
保
な
く
「
同
性
カ
ッ
プ
ル
」
と
表
記
す
る
こ
と
も
、
同
性
愛
者
の

カ
ッ
プ
ル
に
限
ら
れ
な
い
、
困
難
に
直
面
し
て
い
る
多
様
な
存
在
を
表
記
上
捨
象
す
る
こ
と
に
な
り
か
ね
な
い
懸
念
が
あ
る
。
そ
の

た
め
、「
結
婚
の
自
由
を
す
べ
て
の
人
に
」
訴
訟
の
弁
護
団
（
と
り
わ
け
、
ト
ラ
ン
ス
ジ
ェ
ン
ダ
ー
男
性
と
シ
ス
ジ
ェ
ン
ダ
ー
女
性
の
カ

ッ
プ
ル
も
原
告
と
な
っ
て
い
る
東
京
二
次
訴
訟
を
担
当
す
る
東
京
弁
護
団
）
で
は
、
戸
籍
上
の
性
別
が
同
じ
カ
ッ
プ
ル
を
「
法
律
上
同
性
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の
カ
ッ
プ
ル
」、
戸
籍
上
の
性
別
が
異
な
る
カ
ッ
プ
ル
を
「
法
律
上
異
性
の
カ
ッ
プ
ル
」
と
な
る
べ
く
表
記
す
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

訴
訟
以
外
の
場
で
は
必
ず
し
も
一
般
的
な
表
記
と
は
い
え
な
い
が
、
本
稿
で
は
、
判
決
文
を
紹
介
す
る
場
合
等
を
除
き
、
基
本
的
に

「
法
律
上
同
性
の
カ
ッ
プ
ル
」「
法
律
上
異
性
の
カ
ッ
プ
ル
」
と
い
う
表
記
を
用
い
る
こ
と
に
つ
い
て
ご
容
赦
い
た
だ
き
た
い
。

　
さ
て
、「
結
婚
の
自
由
を
す
べ
て
の
人
に
」
訴
訟
の
弁
護
団
は
、
法
律
上
同
性
の
カ
ッ
プ
ル
は
現
在
の
民
法
及
び
戸
籍
法
の
下
で

は
婚
姻
で
き
な
い
と
い
う
理
解
を
前
提
に
、
法
律
上
同
性
の
カ
ッ
プ
ル
も
法
律
上
異
性
の
カ
ッ
プ
ル
と
等
し
く
婚
姻
と
い
う
選
択
肢

を
持
て
る
よ
う
に
す
る
と
い
う
共
通
の
目
的
の
た
め
に
各
地
で
組
成
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
弁
護
団
の
特
徴
は
、
上
記
の
目
的
を
達
成

す
る
た
め
に
、
情
報
共
有
、
訴
訟
戦
略
の
検
討
及
び
主
張
立
証
の
準
備
等
に
つ
い
て
協
働
し
て
い
る
も
の
の
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う

な
主
張
を
す
る
か
は
基
本
的
に
各
地
域
の
弁
護
団
の
判
断
に
委
ね
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
現
時
点
で
は
、
ど
の
地
域
の
弁
護
団

も
、
概
ね
、
①
婚
姻
の
自
由
の
侵
害
（
憲
法
二
四
条
一
項
、
憲
法
一
三
条
）、
②
法
律
上
同
性
の
カ
ッ
プ
ル
（
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
マ
イ
ノ
リ

テ
ィ
）
に
対
す
る
差
別
（
憲
法
一
四
条
一
項
）、
③
現
在
の
婚
姻
制
度
が
個
人
の
尊
厳
に
反
す
る
（
憲
法
二
四
条
二
項
）
と
い
う
主
張
を

し
て
い
る
が
、
各
弁
護
団
に
よ
っ
て
力
点
や
ス
タ
ン
ス
に
は
違
い
が
あ
る
。
そ
の
結
果
、
各
裁
判
所
の
判
決
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
弁
護

団
の
こ
だ
わ
り
を
反
映
す
る
よ
う
な
形
で
、
共
通
の
問
題
に
つ
い
て
様
々
な
切
り
口
か
ら
論
じ
る
も
の
と
な
っ
た
。

　
と
こ
ろ
で
、
筆
者
と
駒
村
教
授
と
の
出
会
い
は
、
二
〇
一
九
年
二
月
一
四
日
の
全
国
一
斉
提
訴
後
ま
も
な
く
の
同
年
三
月
に
行
わ

れ
た
駒
村
教
授
と
弁
護
団
と
の
意
見
交
換
会
で
あ
る
。
弁
護
団
か
ら
、
訴
状
で
は
憲
法
二
四
条
二
項
違
反
の
主
張
を
し
て
い
な
い
こ

と
、
そ
の
背
景
に
は
立
法
府
の
広
範
な
裁
量
に
委
ね
ら
れ
て
い
る
と
い
う
議
論
に
安
易
に
流
れ
て
し
ま
う
こ
と
へ
の
警
戒
が
あ
る
こ

と
を
説
明
す
る
と
、
駒
村
教
授
か
ら
は
、
こ
れ
ま
で
広
範
な
立
法
裁
量
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
た
領
域
で
こ
そ
違
憲
判
断
が
出
て
い
る

こ
と
や
、
憲
法
二
四
条
二
項
の
「
個
人
の
尊
厳
」
に
着
目
し
た
議
論
に
つ
い
て
重
要
な
示
唆
を
い
た
だ
い
た
。
そ
し
て
、
こ
の
意
見

交
換
会
は
、
駒
村
教
授
に
よ
る
「
憲
法
二
四
条
二
項
に
つ
い
て
の
意
見
書
」（

（
（

を
携
え
て
、
弁
護
団
が
（
勇
気
を
出
し
て
）
憲
法
二
四
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条
二
項
の
主
張
を
展
開
す
る
一
つ
の
タ
ー
ニ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
と
な
り
、
本
稿
執
筆
時
点
（
二
〇
二
五
年
九
月
時
点
）
で
は
、
各
地
域

の
判
決
の
中
で
憲
法
二
四
条
二
項
違
反
の
問
題
を
指
摘
し
な
い
も
の
は
な
い
と
い
う
状
況
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
「
結
婚
の
自
由
を
す
べ
て
の
人
に
」
訴
訟
の
弁
護
団
は
、
駒
村
教
授
も
含
め
、
ま
た
憲
法
学
に
限
ら
ず
、
こ
れ
ま
で

多
く
の
学
者
の
方
々
と
の
意
見
交
換
会
を
実
施
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
有
益
な
助
言
を
い
く
つ
も
い
た
だ
い
て
き
た
。
こ
れ
ま
で
の

「
結
婚
の
自
由
を
す
べ
て
の
人
に
」
訴
訟
に
関
す
る
憲
法
学
者
に
よ
る
精
力
的
な
議
論
や
発
信
も
、
現
在
進
行
形
の
裁
判
に
お
け
る

憲
法
論
の
深
化
を
支
え
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
筆
者
な
り
の
応
答
と
し
て
、
本
稿
執
筆
時
点
で
は
東
京
弁
護
団
は
二
〇

二
五
年
一
月
一
四
日
付
け
で
東
京
一
次
訴
訟
の
上
告
理
由
書
を
提
出
し
て
最
高
裁
に
お
け
る
弁
論
を
控
え
て
い
る
状
況
に
あ
る
こ
と

を
踏
ま
え
て
、
上
告
理
由
書
作
成
時
の
筆
者
の
問
題
意
識
や
考
え
を
書
き
留
め
る
こ
と
が
本
稿
の
目
的
で
あ
る
。
な
お
、
本
稿
で
述

べ
る
考
え
は
、
全
国
の
弁
護
団
の
調
査
や
議
論
の
蓄
積
あ
っ
て
の
も
の
で
あ
り
、
仮
に
何
ら
か
憲
法
学
に
寄
与
す
る
も
の
が
あ
る
と

す
れ
ば
そ
れ
は
弁
護
団
の
成
果
で
あ
る
こ
と
、
稚
拙
な
点
が
あ
れ
ば
そ
れ
は
も
っ
ぱ
ら
筆
者
の
責
任
で
あ
る
こ
と
も
付
言
し
て
お
く
。

2
　
東
京
一
次
訴
訟
の
高
裁
判
決
の
特
徴
と
評
価

⑴
　
各
地
域
の
判
決
概
要

　「
結
婚
の
自
由
を
す
べ
て
の
人
に
」
訴
訟
の
一
連
の
判
決
を
概
観
す
る
と
、
ま
ず
地
裁
の
段
階
で
は
、
法
律
上
同
性
の
カ
ッ
プ
ル

の
関
係
を
家
族
と
し
て
法
的
に
保
護
す
る
制
度
が
何
も
な
い
こ
と
の
違
憲
性
が
示
さ
れ
て
い
た
。

　
例
え
ば
、
東
京
地
判
令
和
四
年
一
一
月
三
〇
日
判
時
二
五
四
七
号
四
五
頁
（
以
下
「
東
京
一
次
地
裁
判
決
」
と
い
う
。）
は
、「
現
行

法
上
、
同
性
愛
者
に
つ
い
て
パ
ー
ト
ナ
ー
と
家
族
に
な
る
た
め
の
法
制
度
が
存
在
し
な
い
こ
と
は
、
同
性
愛
者
の
人
格
的
生
存
に
対

す
る
重
大
な
脅
威
、
障
害
で
あ
り
、
個
人
の
尊
厳
に
照
ら
し
て
合
理
的
な
理
由
が
あ
る
と
は
い
え
ず
、
憲
法
二
四
条
二
項
に
違
反
す
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る
状
態
に
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
」
と
判
断
し
た
。
唯
一
の
合
憲
判
決
と
も
い
わ
れ
る
大
阪
地
判
令
和
四
年
六
月
二
〇
日
判
時

二
五
三
七
号
四
〇
頁
も
、
婚
姻
を
し
た
当
事
者
が
享
受
し
得
る
利
益
に
は
「
当
該
人
的
結
合
関
係
が
公
的
承
認
を
受
け
、
公
証
さ
れ

る
こ
と
に
よ
り
、
社
会
の
中
で
カ
ッ
プ
ル
と
し
て
公
に
認
知
さ
れ
て
共
同
生
活
を
営
む
こ
と
が
で
き
る
こ
と
に
つ
い
て
の
利
益
」

（
公
認
に
係
る
利
益
）
も
含
ま
れ
る
と
し
た
上
で
、「
公
認
に
係
る
利
益
の
よ
う
な
個
人
の
尊
厳
に
関
わ
る
重
要
な
利
益
を
同
性
カ
ッ

プ
ル
は
享
受
し
得
な
い
と
い
う
問
題
は
な
お
存
在
す
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
」
と
指
摘
し
て
お
り
、
同
性
カ
ッ
プ
ル
の
関
係
を
家

族
と
し
て
法
的
に
保
護
な
い
し
公
証
す
る
手
段
が
何
も
な
い
こ
と
の
違
憲
性
を
示
唆
し
て
い
た
。

　
そ
れ
が
高
裁
の
段
階
に
至
る
と
、
各
地
域
の
判
決
は
よ
り
婚
姻
制
度
と
の
距
離
感
を
意
識
し
た
内
容
と
な
り
、
法
律
上
同
性
の
カ

ッ
プ
ル
の
関
係
を
家
族
と
し
て
法
的
に
保
護
す
る
に
際
し
て
の
立
法
裁
量
を
限
定
し
た
り
、
直
截
に
婚
姻
制
度
を
利
用
で
き
る
よ
う

に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
判
断
す
る
も
の
が
現
れ
る
よ
う
に
な
る
。

　
例
え
ば
、
札
幌
高
判
令
和
六
年
三
月
一
四
日
判
タ
一
五
二
四
号
五
一
頁
は
、
民
法
及
び
戸
籍
法
の
婚
姻
に
関
す
る
諸
規
定
が
同
性

婚
を
許
さ
な
い
こ
と
の
合
理
的
な
理
由
は
な
く
憲
法
二
四
条
及
び
一
四
条
一
項
に
違
反
す
る
と
判
断
し
た
。

　
ま
た
、
東
京
高
判
令
和
六
年
一
〇
月
三
〇
日
裁
判
所
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
（
以
下
「
東
京
一
次
高
裁
判
決
」
と
い
う
。）
は
、
現
行
の
法

令
が
、
民
法
及
び
戸
籍
法
に
お
い
て
男
女
間
の
婚
姻
に
つ
い
て
規
律
す
る
に
と
ど
ま
り
、
同
性
間
の
人
的
結
合
関
係
に
つ
い
て
は
、

婚
姻
の
届
出
に
関
す
る
民
法
七
三
九
条
に
相
当
す
る
配
偶
者
と
し
て
の
法
的
身
分
関
係
の
形
成
に
係
る
規
定
を
設
け
て
い
な
い
こ
と

は
憲
法
一
四
条
一
項
及
び
二
四
条
二
項
違
反
で
あ
る
と
し
た
が
、
具
体
的
な
制
度
の
構
築
は
国
会
の
合
理
的
な
立
法
裁
量
に
委
ね
ら

れ
て
い
る
と
し
つ
つ
も
、「
そ
の
立
法
裁
量
は
、
個
人
の
尊
重
（
憲
法
一
三
条
）
と
法
の
下
の
平
等
（
憲
法
一
四
条
）
と
い
う
基
本
原

則
に
立
脚
し
た
制
度
と
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
憲
法
上
の
要
請
が
、
そ
の
裁
量
の
限
界
を
画
す
る
も
の
で
あ
る
」
と
し
た
。

　
そ
し
て
、
福
岡
高
判
令
和
六
年
一
二
月
一
三
日
裁
判
所
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
（
以
下
「
福
岡
高
裁
判
決
」
と
い
う
。）
は
、
婚
姻
に
関
す

る
民
法
及
び
戸
籍
法
の
規
定
の
う
ち
同
性
の
カ
ッ
プ
ル
を
婚
姻
制
度
の
対
象
外
と
し
て
い
る
部
分
は
憲
法
一
三
条
、
一
四
条
及
び
二
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四
条
二
項
に
違
反
す
る
と
判
断
し
た
。
そ
の
後
の
名
古
屋
高
判
令
和
七
年
三
月
七
日
裁
判
所
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
（
以
下
「
名
古
屋
高
裁

判
決
」
と
い
う
。）
及
び
大
阪
高
判
令
和
七
年
三
月
二
五
日
裁
判
所
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
（
以
下
「
大
阪
高
裁
判
決
」
と
い
う
。）
も
、
同
性

カ
ッ
プ
ル
が
法
律
婚
制
度
を
利
用
で
き
な
い
こ
と
は
憲
法
一
四
条
一
項
及
び
二
四
条
二
項
に
違
反
す
る
と
判
断
し
た
。

　
な
お
、
本
稿
執
筆
時
点
で
は
、
東
京
二
次
訴
訟
の
高
裁
判
決
が
二
〇
二
五
年
一
一
月
二
八
日
に
予
定
さ
れ
て
い
る
他
は
す
べ
て
最

高
裁
に
上
告
さ
れ
て
い
る
と
い
う
状
況
で
あ
る
。

⑵
　
東
京
一
次
高
裁
判
決
の
特
徴

　
東
京
一
次
訴
訟
の
高
裁
に
お
け
る
審
理
は
、
谷
口
園
恵
裁
判
長
に
よ
る
積
極
的
な
論
点
整
理
か
ら
始
ま
っ
た
。
そ
し
て
、
谷
口
裁

判
長
は
、
東
京
弁
護
団
に
対
し
て
、
控
訴
人
ら
は
法
律
上
同
性
の
カ
ッ
プ
ル
が
婚
姻
制
度
を
利
用
で
き
な
い
こ
と
の
違
憲
性
を
問
題

と
し
て
い
る
と
こ
ろ
、
①
行
わ
れ
る
べ
き
立
法
措
置
の
内
容
は
何
か
（
作
為
義
務
の
特
定
）、
②
か
か
る
作
為
義
務
が
あ
る
と
い
う
根

拠
は
何
か
（
作
為
義
務
の
根
拠
）、
③
か
か
る
作
為
義
務
が
国
会
に
お
い
て
明
ら
か
に
な
っ
た
と
い
う
根
拠
は
何
か
（
作
為
義
務
の
明

白
性
）
に
つ
い
て
具
体
的
な
内
容
を
補
充
さ
れ
た
い
と
い
う
指
示
を
出
し
た
。
東
京
弁
護
団
は
、
そ
れ
に
呼
応
す
る
形
で
、
婚
姻
で

は
な
い
「
別
制
度
」
の
構
築
は
個
人
の
尊
厳
に
違
反
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
や
、
あ
え
て
現
行
の
法
律
婚
制
度
と
異
な
る
内
容
と
す

る
理
由
が
な
い
こ
と
の
主
張
に
加
え
て
、
両
当
事
者
の
親
密
な
人
的
結
合
関
係
を
中
心
と
す
る
家
族
と
し
て
の
身
分
関
係
の
形
成
及

び
公
証
と
、
そ
れ
に
紐
づ
く
法
的
効
果
（
権
利
義
務
）
の
付
与
と
い
う
観
点
か
ら
、
婚
姻
の
中
核
的
要
素
を
分
析
・
検
討
す
る
主
張

を
補
充
し
て
い
た
。

　
そ
の
よ
う
な
審
理
の
結
果
が
東
京
一
次
高
裁
判
決
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
そ
の
う
ち
①
判
決
に
お
い
て
重
要
な
法
益
と
さ
れ
た

「
配
偶
者
と
し
て
の
法
的
身
分
関
係
の
形
成
」、
②
違
憲
判
断
の
対
象
と
な
っ
た
区
別
取
扱
い
の
内
容
、
③
反
対
派
の
存
在
の
評
価
、

④
婚
姻
制
度
と
は
別
の
制
度
に
す
る
余
地
に
関
す
る
部
分
を
取
り
上
げ
る
。
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ア
　
配
偶
者
と
し
て
の
法
的
身
分
関
係
の
形
成

　
東
京
一
次
高
裁
判
決
の
第
一
の
特
徴
は
、
現
在
の
日
本
に
お
け
る
婚
姻
制
度
の
実
態
を
記
述
し
た
上
で
、
婚
姻
の
う
ち
「
配
偶
者

と
し
て
の
法
的
身
分
関
係
の
形
成
が
で
き
る
こ
と
」
が
、
個
人
の
人
格
的
存
在
と
結
び
付
い
た
重
要
な
法
的
利
益
で
あ
る
と
し
た
点

で
あ
る
（
傍
線
は
筆
者
に
よ
る
。
以
下
同
じ
。）。

　「
我
が
国
の
婚
姻
制
度
は
、
婚
姻
当
事
者
間
の
人
的
結
合
関
係
自
体
に
社
会
共
同
体
の
基
礎
を
成
す
構
成
単
位
と
し
て
の
意
義
を
認
め
、

こ
れ
を
法
的
な
身
分
関
係
と
し
て
制
度
化
し
、
法
的
保
護
を
与
え
て
き
た
も
の
で
あ
る
と
い
え
る
。」

　「
近
年
、
我
が
国
に
お
け
る
家
族
の
在
り
方
や
こ
れ
に
関
す
る
国
民
の
意
識
の
多
様
化
が
進
ん
で
い
る
も
の
の
、
…
…
国
民
の
中
に
は
な

お
法
律
婚
を
尊
重
す
る
意
識
が
幅
広
く
浸
透
し
て
い
る
と
み
ら
れ
る
か
ら
、
婚
姻
に
は
、
互
い
に
配
偶
者
と
し
て
の
法
的
身
分
関
係
を
形
成

し
て
、
そ
れ
に
よ
り
民
法
そ
の
他
諸
法
令
に
定
め
ら
れ
た
法
的
効
果
を
享
受
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
の
み
な
ら
ず
、
居
住
、
就
労
、
療
養

そ
の
他
の
社
会
生
活
上
の
様
々
な
場
面
に
お
い
て
、
配
偶
者
と
し
て
公
認
さ
れ
た
者
と
扱
わ
れ
る
こ
と
自
体
に
よ
り
、
共
同
生
活
の
安
定
と

人
生
の
充
実
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
意
義
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。」

　「
そ
う
す
る
と
、
婚
姻
を
す
る
こ
と
で
、
自
ら
の
自
由
意
思
に
よ
り
人
生
の
伴
侶
と
定
め
た
相
手
と
の
永
続
的
な
人
的
結
合
関
係
に
つ
い

て
配
偶
者
と
し
て
の
法
的
身
分
関
係
の
形
成
が
で
き
る
こ
と
は
、
安
定
的
で
充
実
し
た
社
会
生
活
を
送
る
基
盤
を
成
す
も
の
で
あ
り
、
個
人

の
人
格
的
存
在
と
結
び
付
い
た
重
要
な
法
的
利
益
と
し
て
十
分
に
尊
重
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。」

　
こ
れ
に
対
し
て
、
例
え
ば
福
岡
高
裁
判
決
は
、「
婚
姻
は
、
人
に
と
っ
て
重
要
か
つ
根
源
的
な
営
み
で
あ
る
」
と
し
て
「
し
た
が

っ
て
、
両
当
事
者
に
お
い
て
、
婚
姻
し
、
こ
れ
を
維
持
す
る
こ
と
を
希
望
す
る
場
合
に
は
、
そ
の
希
望
は
最
大
限
に
尊
重
さ
れ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
」
と
し
た
。
ま
た
、
名
古
屋
高
裁
判
決
は
、
婚
姻
の
本
質
は
「
両
当
事
者
が
永
続
的
な
精
神
的
及
び
肉
体
的
結
合
を

目
的
と
し
て
、
真
摯
な
意
思
を
も
っ
て
共
同
生
活
を
営
む
こ
と
」
に
あ
る
と
し
、「
こ
の
よ
う
な
人
的
結
合
関
係
を
形
成
す
る
こ
と
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は
、
法
律
婚
制
度
が
で
き
る
以
前
か
ら
人
間
の
本
質
的
営
み
と
し
て
、
自
生
的
に
発
生
し
た
こ
と
は
歴
史
上
明
ら
か
で
あ
る
か
ら
、

個
人
の
人
格
的
存
在
と
結
び
付
い
た
重
要
な
法
的
利
益
と
い
え
る
」
と
し
た
。
こ
れ
ら
と
比
較
す
る
と
、
東
京
一
次
高
裁
判
決
は
、

婚
姻
や
人
的
結
合
関
係
の
形
成
自
体
に
人
と
し
て
の
特
別
な
意
味
づ
け
を
し
た
と
い
う
よ
り
も
、
婚
姻
制
度
が
様
々
な
形
で
利
用
さ

れ
て
い
る
こ
と
を
前
提
に
、
婚
姻
制
度
を
利
用
し
て
い
る
人
が
見
出
し
て
い
る
意
義
は
何
か
と
い
う
観
点
か
ら
法
的
利
益
を
抽
出
す

る
こ
と
で
、
人
の
多
様
な
在
り
方
や
価
値
観
に
対
し
て
な
る
べ
く
中
立
的
な
論
証
を
試
み
て
い
る
と
い
え
る
。

イ
　
区
別
取
扱
い
の
内
容

　
東
京
一
次
高
裁
判
決
の
第
二
の
特
徴
は
、
本
件
の
区
別
取
扱
い
は
、
配
偶
者
と
し
て
の
法
的
身
分
関
係
の
形
成
が
で
き
る
／
で
き

な
い
と
い
う
区
別
と
認
識
し
て
い
る
点
で
あ
る
。

　「
性
的
指
向
が
同
性
に
向
く
者
に
お
い
て
は
、
婚
姻
を
し
な
い
か
、
自
ら
の
性
的
指
向
に
反
し
て
異
性
の
者
を
配
偶
者
と
し
て
婚
姻
を
す

る
か
の
い
ず
れ
か
を
選
択
す
る
し
か
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
性
的
指
向
が
異
性
に
向
く
者
は
、
自
ら
の
自
由
意
思
に
よ
り
人
生
の
伴
侶
と
定

め
た
相
手
と
の
永
続
的
な
人
的
結
合
関
係
に
つ
い
て
、
婚
姻
に
よ
り
配
偶
者
と
し
て
の
法
的
身
分
関
係
の
形
成
が
で
き
る
の
に
対
し
、
性
的

指
向
が
同
性
に
向
く
者
は
、
こ
れ
が
で
き
な
い
と
い
う
区
別
（
以
下
「
本
件
区
別
」
と
い
う
。）
が
生
じ
て
い
る
と
い
え
る
。」

　
東
京
一
次
高
裁
判
決
は
、
上
記
ア
の
と
お
り
、
婚
姻
自
体
の
重
要
性
で
は
な
く
、
婚
姻
に
よ
り
「
配
偶
者
と
し
て
の
法
的
身
分
関

係
の
形
成
が
で
き
る
こ
と
」
が
重
要
な
法
的
利
益
で
あ
る
と
論
証
し
た
。
そ
の
論
証
自
体
は
、
様
々
な
価
値
に
対
し
て
中
立
的
な
論

証
を
試
み
た
も
の
と
し
て
欠
点
の
少
な
い
も
の
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
婚
姻
自
体
の
重
要
性
に
触
れ
ら
れ
て
お
ら
ず
「
婚

姻
」
で
あ
る
こ
と
の
価
値
も
相
対
化
し
て
い
る
た
め
か
、「
配
偶
者
と
し
て
の
法
的
身
分
関
係
の
形
成
」
は
「
婚
姻
」
に
よ
る
べ
き



315

「結婚の自由をすべての人に」訴訟における憲法論の取組み

と
い
う
論
拠
は
必
ず
し
も
判
決
に
表
れ
て
い
な
い
。
そ
の
結
果
と
し
て
、
区
別
取
扱
い
の
検
討
対
象
が
「
婚
姻
で
き
る
／
で
き
な

い
」
と
い
う
区
別
で
は
な
く
、「
配
偶
者
と
し
て
の
法
的
身
分
関
係
の
形
成
」
が
で
き
る
／
で
き
な
い
と
い
う
区
別
に
限
定
さ
れ
た

と
い
う
側
面
も
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
配
偶
者
と
し
て
の
身
分
関
係
の
形
成
は
、
国
に
要
求
さ
れ
る
作
為
義
務
の
内
容
と
し
て
も
明
確
で
あ
る
し
、
東
京
弁
護
団
が
婚
姻

の
中
核
的
要
素
と
し
て
主
張
し
て
い
た
内
容
で
も
あ
り
、
そ
の
意
味
で
は
本
件
の
中
心
的
な
問
題
の
一
つ
を
明
確
に
議
論
の
対
象
と

し
て
取
り
上
げ
た
も
の
と
し
て
評
価
で
き
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
よ
り
根
本
的
に
は
法
律
上
同
性
の
カ
ッ
プ
ル
は
婚
姻
制
度
を

利
用
で
き
な
い
と
い
う
区
別
取
扱
い
も
あ
る
と
こ
ろ
、
な
ぜ
そ
の
観
点
の
議
論
が
さ
れ
な
か
っ
た
の
か
と
い
う
疑
問
は
残
る（

（
（

。

ウ
　
反
対
派
の
存
在
の
評
価

　
東
京
一
次
高
裁
判
決
の
第
三
の
特
徴
は
、
反
対
派
の
存
在
の
評
価
で
あ
る
。

　
東
京
一
次
高
裁
判
決
は
、「
我
が
国
に
お
い
て
、
こ
れ
ま
で
婚
姻
は
男
女
間
で
の
み
認
め
ら
れ
て
き
た
も
の
で
あ
り
、
国
民
の
中

に
は
、
同
性
婚
を
認
め
る
こ
と
に
否
定
的
な
考
え
を
持
つ
者
が
、
近
年
は
相
当
減
少
し
て
い
る
も
の
の
、
な
お
一
定
数
存
在
す
る
」

と
し
て
、
国
民
の
中
に
は
同
性
婚
に
否
定
的
な
考
え
の
人
（
反
対
派
）
も
い
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
そ
の
上
で
、
国
際
的
な
動
向
や

国
の
施
策
に
お
け
る
基
本
理
念
、
地
方
公
共
団
体
や
民
間
企
業
に
お
け
る
取
組
み
等
を
踏
ま
え
て
、「
現
在
で
は
、
我
が
国
に
お
い

て
、
同
性
間
の
人
的
結
合
関
係
に
男
女
間
の
婚
姻
と
同
様
の
保
護
を
与
え
る
こ
と
に
つ
い
て
、
否
定
的
な
考
え
方
が
国
民
一
般
に
広

く
共
有
さ
れ
て
い
る
状
況
に
あ
る
と
は
い
え
ず
、
む
し
ろ
社
会
的
受
容
度
は
相
当
程
度
高
ま
っ
て
い
る
と
い
え
る
」
と
評
価
し
た
。

そ
し
て
、
婚
姻
及
び
家
族
に
関
す
る
事
項
は
国
の
伝
統
や
国
民
感
情
を
含
め
た
社
会
状
況
に
お
け
る
種
々
の
要
因
を
踏
ま
え
て
定
め

る
べ
き
で
あ
る
こ
と
を
考
慮
し
て
も
、
本
件
区
別
が
生
じ
て
い
る
現
状
を
維
持
す
る
こ
と
の
合
理
的
根
拠
と
は
な
ら
な
い
と
し
た
。

　
反
対
派
の
位
置
づ
け
に
つ
い
て
、
原
審
の
東
京
一
次
地
裁
判
決
は
、
反
対
派
の
考
え
は
「
婚
姻
を
男
女
間
の
人
的
結
合
関
係
と
捉



316

法学研究 99 巻 3 号（2026：3）

え
る
伝
統
的
な
価
値
観
に
根
差
し
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
」
た
め
「
こ
れ
を
一
方
的
に
排
斥
す
る
こ
と
も
困
難
」
で
あ
る
と

し
、
し
た
が
っ
て
、
現
段
階
に
お
い
て
「
同
性
間
の
人
的
結
合
関
係
を
異
性
間
の
夫
婦
と
同
じ
『
婚
姻
』
と
す
る
こ
と
の
社
会
的
承

認
が
あ
る
も
の
と
ま
で
は
認
め
難
い
も
の
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
」
と
し
て
い
た
。
こ
の
東
京
一
次
地
裁
判
決
の
位
置
づ
け
と
比
較

す
る
と
、
東
京
一
次
高
裁
判
決
は
「
社
会
的
受
容
度
は
相
当
程
度
高
ま
っ
て
い
る
」
と
評
価
す
る
こ
と
で
反
対
派
の
存
在
に
対
す
る

評
価
を
回
避
し
た
と
い
え
る
。

　
反
対
派
の
存
在
を
論
証
の
中
で
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
、
そ
れ
を
ど
の
よ
う
に
評
価
す
る
か
は
各
判
決
に
よ
っ
て
も
異
な
っ
て
お

り
、
東
京
一
次
高
裁
判
決
の
よ
う
な
評
価
も
踏
ま
え
て
上
告
審
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
主
張
を
す
る
か
も
テ
ー
マ
の
一
つ
で
あ
る
。

エ
　
別
の
制
度
の
可
能
性
／
立
法
裁
量
の
統
制

　
東
京
一
次
高
裁
判
決
の
第
四
の
特
徴
は
、
国
会
の
立
法
裁
量
に
つ
い
て
一
定
の
限
界
を
指
摘
し
つ
つ
も
、
婚
姻
と
は
別
の
制
度
と

し
て
規
定
を
新
設
す
る
余
地
を
残
し
た
こ
と
で
あ
る
。

「
同
性
間
の
人
的
結
合
関
係
に
つ
い
て
、
配
偶
者
と
し
て
の
法
的
身
分
関
係
の
形
成
に
係
る
規
定
を
設
け
る
方
法
と
し
て
は
、
婚
姻
を
男
女

間
の
も
の
と
し
て
い
る
民
法
及
び
戸
籍
法
の
規
定
を
改
正
し
て
、
婚
姻
を
同
性
間
で
も
認
め
る
立
法
を
す
る
方
法
だ
け
で
は
な
く
、
婚
姻
と

は
別
の
制
度
と
し
て
、
同
性
間
の
人
的
結
合
関
係
に
つ
い
て
婚
姻
の
届
出
に
関
す
る
民
法
七
三
九
条
に
相
当
す
る
配
偶
者
と
し
て
の
法
的
身

分
関
係
の
形
成
に
係
る
規
定
を
新
設
す
る
立
法
を
す
る
方
法
も
あ
る
。
…
…
こ
れ
ら
の
事
項
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
選
択
を
す
る
か
は
、
現

代
に
お
け
る
夫
婦
や
親
子
関
係
に
つ
い
て
の
全
体
の
規
律
を
見
据
え
た
総
合
的
な
判
断
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
る
べ
き
事
柄
で
あ

り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
定
ま
る
具
体
的
な
制
度
の
構
築
は
国
会
の
合
理
的
な
立
法
裁
量
に
委
ね
ら
れ
て
い
る
。」

「
も
っ
と
も
、
そ
の
立
法
裁
量
は
、
個
人
の
尊
重
（
憲
法
一
三
条
）
と
法
の
下
の
平
等
（
憲
法
一
四
条
）
と
い
う
基
本
原
則
に
立
脚
し
た
制
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度
と
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
憲
法
上
の
要
請
が
、
そ
の
裁
量
の
限
界
を
画
す
る
も
の
で
あ
る
。」

　
東
京
高
裁
に
お
け
る
東
京
弁
護
団
の
主
張
立
証
は
、
東
京
一
次
地
裁
判
決
の
内
容
を
踏
ま
え
て
、
主
に
法
律
上
同
性
の
カ
ッ
プ
ル

も
法
律
上
異
性
の
カ
ッ
プ
ル
と
同
じ
婚
姻
制
度
に
包
摂
す
べ
き
で
あ
る
こ
と
（
婚
姻
制
度
と
は
別
の
制
度
に
す
る
こ
と
に
つ
い
て
合
理

的
な
理
由
が
な
い
こ
と
）
に
焦
点
を
当
て
て
き
た
。
し
か
し
、
東
京
一
次
高
裁
判
決
が
結
局
こ
の
点
に
つ
い
て
は
一
切
触
れ
る
こ
と

な
く
「
婚
姻
と
は
別
の
制
度
」
と
し
て
規
定
を
新
設
す
る
方
法
も
あ
る
と
し
た
こ
と
は
、「
肩
透
か
し
」
の
結
果
で
あ
る
。

⑶
　
東
京
一
次
高
裁
判
決
の
評
価

　
東
京
一
次
高
裁
判
決
は
、
あ
る
意
味
で
多
方
面
に
対
す
る
配
慮
が
行
き
届
い
て
お
り
、
判
決
文
と
し
て
表
出
し
て
い
る
論
証
自
体

に
対
す
る
疑
義
は
少
な
い
。
し
か
し
、
東
京
一
次
高
裁
判
決
は
、
本
件
を
婚
姻
で
き
る
／
で
き
な
い
と
い
う
区
別
取
扱
い
が
さ
れ
て

い
る
事
例
と
捉
え
て
い
な
い
点
や
、
何
ら
具
体
的
な
検
討
な
く
「
婚
姻
と
は
別
の
制
度
」
の
余
地
を
残
し
て
い
る
点
で
疑
問
が
あ
る
。

ま
た
、
東
京
一
次
高
裁
判
決
は
、
原
告
ら
の
憲
法
二
四
条
一
項
違
反
に
関
す
る
主
張
に
対
し
て
も
応
答
し
て
い
な
い
。

　
こ
れ
を
肯
定
的
に
受
け
止
め
よ
う
と
思
え
ば
、
東
京
一
次
高
裁
判
決
は
、
多
方
面
で
疑
義
の
な
い
議
論
を
展
開
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
本
件
の
解
決
の
「
最
低
ラ
イ
ン
」
を
確
保
し
、
婚
姻
と
の
距
離
感
に
つ
い
て
は
最
高
裁
に
判
断
を
委
ね
た
も
の
と
い
え
る
か
も
し

れ
な
い
。
し
か
し
、
当
事
者
が
問
題
視
し
て
い
る
区
別
取
扱
い
事
由
に
つ
い
て
（
そ
の
適
否
す
ら
）
判
断
し
な
か
っ
た
り
、
当
事
者

の
憲
法
違
反
の
主
張
に
全
く
応
答
し
な
い
で
判
決
を
出
せ
て
し
ま
う
こ
と
に
は
危
機
感
も
拭
え
な
い
。

　
ま
た
、
東
京
一
次
高
裁
判
決
は
、
法
律
上
同
性
の
カ
ッ
プ
ル
の
配
偶
者
と
し
て
の
法
的
身
分
関
係
の
形
成
に
つ
い
て
、「
婚
姻
と

は
別
の
制
度
」
と
し
て
規
定
を
新
設
す
る
方
法
も
あ
る
と
し
た
が
、
そ
う
す
る
と
法
律
上
同
性
の
カ
ッ
プ
ル
が
婚
姻
で
き
な
い
こ
と

が
憲
法
に
違
反
す
る
と
い
う
た
め
に
は
、
原
告
ら
に
お
い
て
「
婚
姻
と
は
別
の
制
度
」
と
し
て
規
定
を
新
設
す
る
と
い
う
方
法
は
お
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よ
そ
あ
り
得
な
い
こ
と
ま
で
主
張
立
証
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。「
結
婚
の
自
由
を
す
べ
て
の
人
に
」
訴

訟
の
弁
護
団
は
、
訴
状
の
段
階
か
ら
、
法
律
上
同
性
の
カ
ッ
プ
ル
に
婚
姻
制
度
の
利
用
を
認
め
な
い
こ
と
の
合
理
性
が
問
題
で
あ
る

と
主
張
し
て
き
た
が
、
人
権
侵
害
を
訴
え
て
い
る
少
数
者
が
「
家
族
と
し
て
の
関
係
を
法
的
に
保
護
す
る
方
法
と
し
て
婚
姻
制
度
以

外
に
選
択
肢
が
な
い
こ
と
」
の
主
張
立
証
に
成
功
し
な
け
れ
ば
違
憲
と
認
め
ら
れ
な
い
の
だ
と
す
る
と
、
そ
の
よ
う
な
主
張
立
証
構

造
が
措
定
さ
れ
て
し
ま
っ
た
時
点
で
訴
訟
に
お
け
る
人
権
救
済
が
困
難
に
な
る
と
い
う
危
険
が
あ
る
。

3
　
措
定
さ
れ
る
主
張
立
証
構
造
に
よ
る
影
響

　
東
京
一
次
高
裁
判
決
だ
け
で
な
く
、「
結
婚
の
自
由
を
す
べ
て
の
人
に
」
訴
訟
に
お
け
る
多
く
の
判
決
（
特
に
一
連
の
地
裁
判
決
）

で
は
、
婚
姻
制
度
の
利
用
を
求
め
て
い
る
側
が
「
婚
姻
制
度
以
外
に
選
択
肢
が
な
い
こ
と
」
の
主
張
立
証
に
成
功
し
な
け
れ
ば
婚
姻

制
度
を
利
用
で
き
な
い
こ
と
が
違
憲
で
あ
る
と
ま
で
は
認
め
ら
れ
な
い
、
と
い
う
主
張
立
証
構
造
の
存
在
が
う
か
が
わ
れ
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。

　
ま
た
、
弁
護
団
は
、「
結
婚
の
自
由
を
す
べ
て
の
人
に
」
訴
訟
の
中
で
、
婚
姻
と
は
別
の
制
度
で
は
ス
テ
ィ
グ
マ
に
な
る
と
い
う

主
張
を
し
た
り
、
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
「
分
離
す
れ
ど
も
平
等
」
の
議
論
を
度
々
援
用
し
て
き
た
が
、
こ
の
よ
う
な
視
点
で
の
議
論

が
な
か
な
か
判
決
文
に
反
映
さ
れ
な
か
っ
た
背
景
に
も
、
裁
判
所
が
措
定
す
る
主
張
立
証
構
造
の
問
題
が
あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
例
え
ば
、
理
論
的
な
問
題
と
し
て
婚
姻
と
は
別
の
制
度
で
は
ス
テ
ィ
グ
マ
に
な
る
と
い
う
議
論
を
提
示
し
て
も
、「
婚
姻
と
は
別

の
制
度
で
は
ス
テ
ィ
グ
マ
に
な
る
こ
と
」
に
つ
い
て
具
体
的
な
立
証
に
成
功
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
裁
判
所
に
位
置
づ
け
ら
れ
て

し
ま
う
と
、
存
在
し
て
い
な
い
制
度
に
よ
る
影
響
を
事
実
と
し
て
具
体
的
に
立
証
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
り
、
判
決
で
も
「
婚
姻
と

は
別
の
制
度
で
は
ス
テ
ィ
グ
マ
に
な
る
」
と
い
う
認
定
ま
で
書
け
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
、「
婚
姻
と
は
別
の
制
度
で
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は
ス
テ
ィ
グ
マ
に
な
る
と
は
認
め
ら
れ
な
い
」
と
ま
で
明
示
的
に
書
く
の
も
憚
ら
れ
る
と
思
え
ば
、
そ
の
視
点
で
の
議
論
は
そ
も
そ

も
判
決
文
の
中
で
は
一
切
触
れ
ら
れ
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　「
分
離
す
れ
ど
も
平
等
」
の
議
論
も
裁
判
官
が
措
定
す
る
主
張
立
証
構
造
に
阻
ま
れ
て
き
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。「
分
離
す
れ
ど
も

平
等
」
の
法
理
と
は
、
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
人
種
隔
離
政
策
の
合
憲
性
の
議
論
の
中
で
、
人
種
隔
離
が
さ
れ
て
い
た
と
し
て
も
同
等

の
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
さ
れ
て
い
る
な
ら
ば
違
憲
で
は
な
い
と
し
て
人
種
隔
離
を
正
当
化
す
る
た
め
に
使
用
さ
れ
た
考
え
方
で
あ
り
、

一
八
九
六
年
に
プ
レ
ッ
シ
ー
判
決（

（
（

に
よ
り
確
立
さ
れ
、
そ
の
後
一
九
五
四
年
の
ブ
ラ
ウ
ン
判
決（

（
（

に
よ
り
否
定
さ
れ
た
と
一
般
に
説
明

さ
れ
て
い
る
。
こ
の
ブ
ラ
ウ
ン
判
決
が
「
人
種
の
み
を
理
由
と
し
て
、
同
じ
年
齢
や
資
質
を
持
つ
他
の
子
ど
も
た
ち
を
隔
離
す
る
こ

と
は
、
子
ど
も
た
ち
に
社
会
的
地
位
に
関
す
る
劣
等
感
を
抱
か
せ
、
精
神
的
に
回
復
し
難
い
損
失
を
与
え
う
る
」（

（
（

と
し
た
点
に
着
目

し
て
、「
結
婚
の
自
由
を
す
べ
て
の
人
に
」
訴
訟
の
中
で
も
、
性
的
指
向
等
の
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
の
み
を
理
由
と
し
て
婚
姻
と
は

別
の
制
度
と
す
る
こ
と
に
は
人
種
隔
離
と
同
様
の
差
別
の
問
題
が
あ
っ
て
個
人
の
尊
厳
を
害
す
る
と
主
張
し
て
き
た
。
し
か
し
、
裁

判
所
に
よ
っ
て
「
婚
姻
と
は
別
の
制
度
で
は
劣
等
感
が
生
じ
る
こ
と
」
に
つ
い
て
具
体
的
な
立
証
に
成
功
し
な
け
れ
ば
判
決
に
取
り

入
れ
ら
れ
な
い
も
の
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
し
ま
う
と
、
や
は
り
存
在
し
て
い
な
い
制
度
に
よ
る
影
響
を
具
体
的
に
立
証
す
る
こ

と
は
困
難
で
あ
り
、
性
的
指
向
等
の
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
の
み
を
理
由
に
制
度
を
別
に
す
る
こ
と
と
個
人
の
尊
厳
と
の
関
係
に
つ
い

て
は
判
決
文
に
は
何
も
表
れ
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

4
　
上
告
に
お
け
る
筆
者
自
身
の
問
題
意
識

　
婚
姻
制
度
と
は
別
の
制
度
と
す
る
こ
と
が
ス
テ
ィ
グ
マ
や
新
た
な
差
別
と
な
る
と
い
う
議
論
は
な
か
な
か
判
決
文
に
は
表
れ
て
こ

な
か
っ
た
が
、
別
の
制
度
の
余
地
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
と
考
え
る
裁
判
官
も
、
な
に
も
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
を
差
別
し
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た
い
と
考
え
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
仮
に
一
〇
〇
年
後
に
な
っ
て
、
別
の
制
度
の
余
地
も
あ
る
と
考
え
て
い
た

裁
判
官
に
は
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
に
対
す
る
差
別
感
情
が
あ
っ
た
と
振
り
返
る
未
来
が
待
っ
て
い
る
の
だ
と
し
て
も
、
現

在
を
生
き
て
い
る
者
が
訴
訟
で
そ
の
よ
う
に
「
予
言
」
し
た
と
こ
ろ
で
裁
判
官
が
判
決
文
に
取
り
入
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
う

す
る
と
、
現
在
の
訴
訟
に
お
い
て
、
婚
姻
制
度
と
は
別
の
制
度
と
す
る
こ
と
が
ス
テ
ィ
グ
マ
や
新
た
な
差
別
と
な
る
と
い
う
問
題
意

識
を
共
有
し
、
そ
の
問
題
意
識
を
踏
ま
え
た
議
論
を
す
る
素
地
を
作
る
た
め
に
は
何
を
す
れ
ば
よ
い
の
だ
ろ
う
か
。

　
ま
ず
、
訴
訟
は
裁
判
官
が
事
案
ご
と
に
主
張
立
証
構
造
を
措
定
し
て
、
限
ら
れ
た
リ
ソ
ー
ス
の
中
で
事
実
を
認
定
し
、
か
か
る
事

実
に
基
づ
い
て
法
の
適
用
を
判
断
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
通
常
の
裁
判
に
お
け
る
事
実
認
定
と
は
異
な
り
、
ス
テ
ィ
グ
マ
や

差
別
の
認
定
な
い
し
評
価
に
つ
い
て
裁
判
実
務
に
お
い
て
確
立
し
た
手
法
は
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。
そ
の
結
果
、
裁
判
官
は
通
常
の

事
実
認
定
と
同
じ
よ
う
な
感
覚
で
審
理
し
、「
婚
姻
と
は
別
の
制
度
」
だ
と
ス
テ
ィ
グ
マ
や
劣
等
感
が
生
じ
る
こ
と
に
つ
い
て
「
具

体
的
な
立
証
」
が
さ
れ
な
け
れ
ば
判
決
の
論
拠
と
し
て
も
認
定
で
き
な
い
と
考
え
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
た
。

　
そ
の
た
め
、「
婚
姻
制
度
と
は
別
の
制
度
」
す
ら
な
い
状
況
で
ス
テ
ィ
グ
マ
や
差
別
を
訴
訟
で
議
論
す
る
た
め
に
は
、
そ
こ
で
語

ら
れ
る
議
論
は
、
法
令
の
合
理
性
を
検
討
し
た
結
論
に
対
す
る
評
価
で
あ
る
と
位
置
づ
け
る
道
筋
を
用
意
し
て
お
く
こ
と
が
有
効
で

あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
た
。
例
え
ば
、
婚
姻
制
度
と
は
別
の
制
度
と
す
る
こ
と
に
は
合
理
性
が
な
い
か
ら
こ
そ
、
そ
の
よ
う
な
区
別
は

一
方
に
対
す
る
ス
テ
ィ
グ
マ
に
な
る
と
か
「
分
離
す
れ
ど
も
平
等
」
と
し
て
許
さ
れ
な
い
差
別
で
あ
る
と
い
う
評
価
に
も
結
び
つ
く
。

そ
し
て
、
婚
姻
制
度
と
は
別
の
制
度
と
す
る
こ
と
に
合
理
性
が
な
い
場
合
に
は
ス
テ
ィ
グ
マ
に
な
る
等
の
問
題
が
生
じ
る
か
ら
こ
そ
、

セ
ク
シ
ュ
ア
ル
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
に
対
す
る
構
造
的
差
別
を
再
生
産
す
る
こ
と
に
な
ら
な
い
よ
う
に
、
国
が
「
婚
姻
制
度
の
利
用
を
認

め
な
い
こ
と
に
つ
い
て
合
理
性
が
あ
る
こ
と
」
の
主
張
立
証
に
成
功
し
な
け
れ
ば
違
憲
と
な
る
と
い
う
主
張
立
証
構
造
を
措
定
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
し
た
が
っ
て
、
上
告
理
由
書
で
も
上
記
の
よ
う
な
道
筋
も
用
意
し
た
上
で
、
憲
法
の
解
釈
方
法
や
当
該
法
令
の
合
理
性
の
検
証
に
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焦
点
を
当
て
た
議
論
を
尽
く
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
、
あ
る
意
味
で
オ
ー
ソ
ド
ッ
ク
ス
な
と
こ
ろ
に
回
帰
す
る
こ
と
に
な
る
。「
結

婚
の
自
由
を
す
べ
て
の
人
に
」
訴
訟
で
は
、
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
に
関
す
る
国
内
外
の
実
証
研
究
結
果
等
を
多
数
証
拠
と

し
て
提
出
し
な
が
ら
愚
直
に
主
張
立
証
し
て
き
た
が
、
そ
の
よ
う
な
憲
法
解
釈
を
基
礎
付
け
る
事
実
を
証
拠
に
基
づ
い
て
強
調
す
る

こ
と
は
上
告
理
由
書
で
も
重
要
で
あ
る
。

　
そ
の
上
で
、
仮
に
「
婚
姻
制
度
の
利
用
を
認
め
な
い
こ
と
に
つ
い
て
合
理
性
が
あ
る
か
」
と
い
う
枠
組
み
で
検
討
さ
れ
た
と
し
て

も
、「
法
律
上
同
性
の
カ
ッ
プ
ル
が
婚
姻
制
度
を
利
用
す
る
こ
と
に
つ
い
て
反
対
派
が
一
定
数
い
て
、
反
対
派
の
考
え
は
伝
統
的
価

値
観
を
背
景
と
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
婚
姻
制
度
の
利
用
を
認
め
な
い
こ
と
に
は
合
理
性
が
あ
る
」
等
と
判
断
さ
れ
て
し
ま
っ
て

は
意
味
が
な
い
。
そ
う
す
る
と
、
憲
法
二
四
条
の
解
釈
に
お
い
て
何
を
考
慮
す
べ
き
で
あ
り
何
を
考
慮
す
べ
き
で
な
い
か
、
区
別
取

扱
い
の
合
理
性
を
論
じ
る
際
に
は
何
の
合
理
性
を
論
じ
る
べ
き
で
あ
り
、
合
理
性
が
あ
る
と
は
ど
の
よ
う
に
判
定
さ
れ
る
べ
き
か
と

い
う
、
憲
法
解
釈
や
合
理
性
判
断
の
論
拠
の
取
捨
選
択
に
つ
い
て
も
裁
判
所
に
意
識
を
向
け
て
も
ら
う
必
要
が
あ
る
。

　
こ
う
し
た
点
に
つ
い
て
、
福
岡
高
裁
判
決
は
、
婚
姻
や
人
的
結
合
関
係
の
形
成
自
体
に
人
と
し
て
の
特
別
な
意
味
づ
け
を
す
る
こ

と
で
「
婚
姻
と
は
別
の
制
度
」
の
差
別
性
に
つ
い
て
正
面
か
ら
問
題
と
す
る
こ
と
な
く
法
律
上
同
性
の
カ
ッ
プ
ル
も
婚
姻
制
度
を
利

用
で
き
る
よ
う
に
す
る
べ
き
と
し
て
お
り
、
そ
の
観
点
か
ら
は
一
定
の
成
果
が
得
ら
れ
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
婚
姻
や
人
的
結
合
関

係
の
形
成
自
体
の
価
値
を
相
対
化
し
つ
つ
、
そ
れ
で
も
法
律
上
同
性
の
カ
ッ
プ
ル
に
も
婚
姻
と
い
う
選
択
肢
が
与
え
ら
れ
る
べ
き
だ

と
い
う
議
論
を
い
か
に
展
開
す
る
か
も
工
夫
す
べ
き
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
こ
れ
が
上
告
理
由
書
を
検
討
す
る
際
の
筆
者
の
問
題
意
識
で
あ
っ
た
。
筆
者
の
考
え
は
必
ず
し
も
東
京
弁
護
団
の
総
意
と
は
い
え

な
い
と
こ
ろ
も
あ
る
し
、
上
告
理
由
書
は
東
京
弁
護
団
の
チ
ー
ム
で
作
成
し
て
い
る
た
め
、
上
告
理
由
書
の
記
載
趣
旨
の
す
べ
て
を

明
ら
か
に
す
る
も
の
で
も
な
い
が
、
上
告
理
由
書
の
検
討
の
際
に
筆
者
自
身
が
考
え
て
い
た
の
は
「
家
族
の
規
格
化
に
対
す
る
中
立

性
の
要
求
」
と
い
う
視
点
で
あ
る
。
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5
　
家
族
の
規
格
化
に
対
す
る
中
立
性
の
要
求

　
そ
も
そ
も
法
律
婚
の
存
在
意
義
に
つ
い
て
疑
問
を
付
す
見
解
も
あ
る
が（

（
（

、「
結
婚
の
自
由
を
す
べ
て
の
人
に
」
訴
訟
の
原
告
が
求

め
て
い
る
も
の
は
法
律
婚
制
度
を
廃
止
す
る
こ
と
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
同
じ
婚
姻
制
度
を
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
で
あ
る

し
、
最
大
判
平
成
二
七
年
一
二
月
一
六
日
民
集
六
九
巻
八
号
二
四
二
七
頁
（
再
婚
禁
止
期
間
違
憲
判
決
）
の
調
査
官
解
説
に
お
い
て

も
、
憲
法
二
四
条
一
項
に
つ
い
て
「
例
え
ば
法
律
婚
制
度
自
体
を
廃
止
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
で
あ
ろ
う
」（

（
（

と
整
理
し
て
い
る
。

そ
の
た
め
、
訴
訟
に
お
け
る
主
張
で
は
、
憲
法
二
四
条
が
法
律
婚
制
度
を
要
請
し
て
い
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
よ
い
。

　
し
か
し
、
法
律
婚
の
存
在
意
義
に
つ
い
て
疑
問
を
付
す
見
解
か
ら
の
指
摘
は
、「
結
婚
の
自
由
を
す
べ
て
の
人
に
」
訴
訟
の
議
論

に
と
っ
て
も
示
唆
的
で
あ
る
。
憲
法
二
四
条
が
法
律
婚
制
度
を
要
請
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
社
会
に
お
い
て
親
密
な
人
的
結
合

関
係
が
様
々
に
形
成
さ
れ
て
い
た
と
し
て
も
、
法
律
婚
制
度
が
定
め
た
「
規
格
」
に
当
て
は
ま
る
関
係
に
は
「
婚
姻
」
と
し
て
の
保

護
を
与
え
、
当
て
は
ま
ら
な
い
関
係
に
は
そ
の
保
護
を
与
え
な
い
と
い
う
区
別
取
扱
い
自
体
は
予
定
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
法
律

婚
の
存
在
意
義
に
つ
い
て
疑
問
を
付
す
見
解
か
ら
は
、
こ
の
規
格
化
は
い
か
な
る
基
準
あ
る
い
は
根
拠
で
さ
れ
る
べ
き
な
の
か
、
純

然
た
る
主
観
的
選
好
で
決
定
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
点
が
問
題
視
さ
れ
る
が（

（
（

、
他
方
、「
結
婚
の
自
由
を
す
べ
て
の
人

に
」
訴
訟
に
お
い
て
も
ま
さ
に
こ
の
「
規
格
」
か
ら
法
律
上
同
性
の
カ
ッ
プ
ル
が
排
除
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
問
題
視
し
て
い
る
。
そ

の
た
め
、
法
律
婚
制
度
の
存
在
を
前
提
と
し
つ
つ
、
こ
の
婚
姻
の
規
格
化
の
問
題
に
焦
点
を
当
て
る
こ
と
が
重
要
に
な
る
。

　
そ
し
て
、
婚
姻
の
規
格
化
は
第
一
義
的
に
は
立
法
に
よ
っ
て
設
定
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
特
に
現
在
の
婚
姻
制
度
は
「
男
」「
女
」

と
い
う
性
別
二
元
論
や
シ
ス
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
異
性
愛
者
を
念
頭
に
お
い
た
建
付
け
に
な
っ
て
お
り
、
そ
の
枠
に
当
て
は
ま
ら
な
い
者

の
選
択
を
認
め
な
い
と
い
う
点
で
、
個
人
に
対
す
る
国
家
か
ら
の
介
入
を
観
念
で
き
る（

（1
（

。
そ
う
す
る
と
、
憲
法
一
三
条
が
「
す
べ

て
」
の
国
民
は
個
人
と
し
て
尊
重
さ
れ
る
べ
き
と
し
つ
つ
、
憲
法
二
四
条
に
よ
っ
て
そ
の
一
部
の
者
に
婚
姻
の
選
択
肢
を
認
め
な
い



323

「結婚の自由をすべての人に」訴訟における憲法論の取組み

と
い
う
国
家
に
よ
る
介
入
が
許
容
さ
れ
る
た
め
の
必
要
条
件
は
何
か
と
い
う
問
い
を
通
じ
て
、「
結
婚
の
自
由
を
す
べ
て
の
人
に
」

訴
訟
に
お
け
る
憲
法
解
釈
や
合
理
性
判
断
に
関
す
る
主
張
立
証
構
造
を
統
制
す
る
糸
口
を
探
る
こ
と
に
な
る
。

　
こ
の
よ
う
な
婚
姻
の
規
格
化
と
憲
法
一
三
条
と
の
整
合
性
を
図
る
に
あ
た
っ
て
の
憲
法
二
四
条
の
文
言
上
の
ヒ
ン
ト
は
、
や
は
り

「
個
人
の
尊
厳
」
で
あ
る
。
憲
法
二
四
条
二
項
は
、「
配
偶
者
の
選
択
、
財
産
権
、
相
続
、
住
居
の
選
定
、
離
婚
並
び
に
婚
姻
及
び
家

族
に
関
す
る
そ
の
他
の
事
項
に
関
し
て
は
、
法
律
は
、
個
人
の
尊
厳
と
両
性
の
本
質
的
平
等
に
立
脚
し
て
、
制
定
さ
れ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
」
と
定
め
て
い
る
が
、
こ
の
「
個
人
の
尊
厳
」
に
立
脚
し
て
制
定
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
要
請
は
、
単
に
婚
姻
し

た
夫
婦
の
個
人
の
尊
厳
を
侵
害
し
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
の
み
な
ら
ず
、
婚
姻
し
て
い
な
い
者
の
個
人
の
尊
厳
を
侵
害
し
て
は

な
ら
な
い
と
い
う
要
請
も
含
ま
れ
て
い
る
と
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
例
え
ば
、
婚
姻
が
も
っ
ぱ
ら
当
事
者
の
合
意
に
委
ね
ら
れ
て
お

り
直
ち
に
憲
法
二
四
条
一
項
に
違
反
す
る
と
は
い
え
な
い
場
合
で
も
、
婚
姻
し
た
関
係
の
み
を
過
剰
に
優
遇
し
、
礼
賛
す
る
よ
う
な

も
の
で
あ
っ
た
と
き
は
、
優
遇
・
礼
賛
と
評
価
さ
れ
る
部
分
は
憲
法
一
四
条
一
項
違
反
と
な
り
う
る
の
み
な
ら
ず
、
婚
姻
し
て
い
な

い
者
や
婚
姻
で
き
な
い
者
の
「
個
人
の
尊
厳
」
に
反
す
る
も
の
と
し
て
憲
法
二
四
条
二
項
に
も
違
反
す
る
と
い
う
べ
き
で
あ
る
（
大

阪
高
裁
判
決
や
名
古
屋
高
裁
判
決
も
憲
法
二
四
条
二
項
の
「
個
人
の
尊
厳
」
の
検
討
を
通
じ
て
法
律
上
同
性
の
カ
ッ
プ
ル
が
婚
姻
で
き
な
い
こ

と
は
違
憲
で
あ
る
と
評
価
し
て
お
り
、
法
律
に
よ
っ
て
具
体
化
さ
れ
る
法
律
婚
制
度
は
制
度
を
利
用
し
て
い
な
い
者
や
利
用
で
き
な
い
者
の

「
個
人
の
尊
厳
」
を
害
す
る
も
の
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
発
想
は
、
裁
判
所
も
比
較
的
受
け
入
れ
や
す
い
も
の
と
思
わ
れ
る
。）。

　
こ
れ
を
婚
姻
の
規
格
化
と
の
関
係
に
つ
い
て
み
れ
ば
、
法
律
婚
制
度
は
、
一
定
の
規
格
に
当
て
は
ま
る
も
の
は
婚
姻
と
し
て
保
護

し
他
方
は
保
護
し
な
い
と
い
う
点
で
多
様
な
家
族
と
し
て
の
在
り
方
を
同
一
に
は
扱
わ
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
婚
姻
の
規
格
に
当

て
は
ま
ら
な
い
（
規
格
外
）
と
さ
れ
た
者
の
「
個
人
の
尊
厳
」
に
反
し
な
い
と
い
う
た
め
に
は
、
規
格
外
と
さ
れ
て
も
な
お
個
人
と

し
て
平
等
に
尊
重
さ
れ
て
い
る
と
評
価
で
き
る
必
要
が
あ
る
。
そ
う
す
る
と
、
仮
に
「
規
格
」
の
線
引
き
が
純
粋
な
主
観
的
選
好
に

よ
る
も
の
で
特
定
の
在
り
方
を
優
遇
・
排
除
す
る
も
の
で
あ
る
場
合
に
は
、
規
格
外
と
さ
れ
た
者
の
在
り
方
が
平
等
に
尊
重
さ
れ
て
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い
る
と
は
い
え
な
い
か
ら
、「
規
格
」
の
線
引
き
は
多
様
な
家
族
と
し
て
の
在
り
方
に
対
し
て
中
立
的
な
理
由
に
よ
っ
て
設
定
さ
れ

て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
少
な
く
と
も
、「
規
格
」
の
線
引
き
の
理
由
が
、
規
格
外
と
さ
れ
た
者
に
と
っ
て
も
受
容
可
能
な
理
由

に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

　
例
え
ば
、「
規
格
化
」
の
根
拠
が
、
単
に
多
数
派
で
あ
る
シ
ス
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
異
性
愛
者
に
と
っ
て
有
益
で
あ
る
と
い
う
理
由
し

か
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
は
多
様
な
性
の
在
り
方
の
う
ち
、
特
定
の
も
の
に
注
目
し
て
他
と
線
引
き
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
か
ら
、

多
様
な
家
族
と
し
て
の
在
り
方
に
対
し
て
中
立
的
な
理
由
と
は
い
え
な
い
。
そ
れ
が
い
か
に
多
数
派
の
シ
ス
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
異
性
愛

者
に
と
っ
て
有
益
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
当
該
多
数
派
に
と
っ
て
受
容
可
能
な
理
由
の
み
に
よ
っ
て
（
少
数
派
に
と
っ
て
受
容
可
能
な

理
由
な
し
に
）
制
度
が
構
築
さ
れ
て
い
る
点
で
、
規
格
外
と
さ
れ
た
者
に
つ
い
て
も
等
し
く
尊
重
し
て
い
る
と
は
い
え
な
い
。
規
格

外
と
さ
れ
た
者
に
と
っ
て
受
容
可
能
な
理
由
が
一
切
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
は
社
会
に
お
い
て
劣
位
に
扱
わ
れ
て
い
る
と
評
価
し

て
差
し
支
え
な
く
、
ス
テ
ィ
グ
マ
を
与
え
る
も
の
で
あ
っ
て
「
個
人
の
尊
厳
」
を
害
す
る
と
評
価
す
べ
き
で
あ
る
。
一
方
で
、
家
族

の
規
格
化
が
家
族
の
在
り
方
に
対
し
て
中
立
的
な
理
由
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
て
、
規
格
外
と
さ
れ
た
者
に
と
っ
て
も
受
容
可
能

な
も
の
で
あ
る
と
評
価
で
き
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
は
規
格
外
と
さ
れ
た
者
の
「
個
人
の
尊
厳
」
を
直
ち
に
害
す
る
も
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
。

　
以
上
は
、
憲
法
二
四
条
二
項
の
「
個
人
の
尊
厳
」
を
起
点
と
す
る
議
論
で
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
観
点
は
憲
法
二
四
条
一
項
の
解

釈
に
お
い
て
も
取
り
入
れ
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
憲
法
二
四
条
は
憲
法
一
三
条
の
特
別
法
的
な
規
定
で
あ
る
と
い
う
構
造
と
し
て
捉

え
れ
ば
、
憲
法
一
三
条
と
矛
盾
し
な
い
よ
う
に
憲
法
二
四
条
一
項
を
解
釈
す
る
と
い
う
中
で
、
憲
法
二
四
条
一
項
の
解
釈
方
法
が
家

族
の
在
り
方
に
対
し
て
中
立
的
な
も
の
に
な
っ
て
い
る
か
を
検
証
す
る
と
い
う
の
も
自
然
な
理
解
と
い
え
る
。
ま
た
、
例
え
ば
、
東

京
一
次
地
裁
判
決
は
、
憲
法
二
四
条
二
項
が
婚
姻
制
度
の
具
体
的
な
構
築
に
つ
い
て
個
人
の
尊
厳
と
両
性
の
本
質
的
平
等
に
立
脚
す

べ
き
と
い
う
要
請
、
指
針
を
示
し
た
も
の
と
説
明
し
た
上
で
、「
一
項
は
、
そ
の
中
で
も
婚
姻
に
関
す
る
立
法
す
な
わ
ち
法
律
婚
制
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度
の
構
築
に
あ
た
っ
て
は
、
婚
姻
を
す
る
か
ど
う
か
、
い
つ
誰
と
婚
姻
を
す
る
か
に
つ
い
て
、
当
事
者
間
の
自
由
か
つ
平
等
な
意
思

決
定
に
委
ね
ら
れ
る
こ
と
と
す
る
こ
と
を
立
法
府
に
対
し
て
要
請
す
る
趣
旨
の
も
の
と
解
さ
れ
る
」
と
述
べ
て
お
り
、
憲
法
二
四
条

二
項
が
婚
姻
制
度
の
構
築
に
関
す
る
一
般
的
な
規
定
で
あ
り
、
そ
の
中
か
ら
一
定
の
事
項
が
あ
る
種
の
特
別
規
定
の
よ
う
な
形
で
憲

法
二
四
条
一
項
に
括
り
だ
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
理
解
を
示
し
て
い
る（

（1
（

。
こ
の
よ
う
な
理
解
を
前
提
と
す
れ
ば
、
婚
姻
で
き
な
い
と
さ

れ
た
者
の
「
個
人
の
尊
厳
」
に
反
し
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
視
点
は
、
憲
法
二
四
条
に
通
底
す
る
一
般
的
な
視
点
と
し
て
、
憲
法
二

四
条
一
項
の
解
釈
論
に
取
り
込
ま
れ
る
と
い
う
整
理
も
可
能
で
あ
る（

（1
（

。

　
そ
う
す
る
と
、
憲
法
二
四
条
一
項
の
解
釈
や
憲
法
二
四
条
二
項
・
憲
法
一
四
条
一
項
に
お
け
る
制
度
の
合
理
性
を
論
じ
る
際
に
は
、

そ
の
解
釈
方
法
や
合
理
性
の
議
論
が
多
様
な
家
族
の
在
り
方
に
対
し
て
中
立
的
な
理
由
と
な
っ
て
い
る
の
か
と
い
う
検
証
が
必
要
に

な
る
。
そ
し
て
、
憲
法
二
四
条
一
項
の
解
釈
の
根
拠
や
制
度
の
合
理
性
を
基
礎
付
け
る
も
の
と
し
て
提
示
さ
れ
て
い
る
内
容
は
、
ま

ず
婚
姻
で
き
な
い
と
さ
れ
た
関
係
に
と
っ
て
も
受
容
可
能
な
理
由
と
い
え
る
か
と
い
う
観
点
か
ら
憲
法
判
断
の
論
拠
と
し
て
採
用
可

能
か
ど
う
か
が
振
り
分
け
ら
れ
、
そ
の
振
り
分
け
に
耐
え
た
論
拠
を
踏
ま
え
て
憲
法
解
釈
や
合
理
性
判
断
を
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う

主
張
立
証
構
造
を
提
示
す
る
こ
と
が
で
き
る（

（1
（

。
も
ち
ろ
ん
、
何
が
中
立
的
と
い
え
る
の
か
、
何
が
受
容
可
能
な
理
由
と
い
え
る
の
か

の
具
体
的
内
容
は
論
争
的
で
あ
り
え
、
こ
の
よ
う
な
土
俵
設
定
を
す
る
こ
と
だ
け
で
直
ち
に
法
律
上
同
性
の
カ
ッ
プ
ル
の
婚
姻
を
憲

法
二
四
条
に
よ
っ
て
保
障
す
べ
き
と
い
う
結
論
に
な
る
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
、
憲
法
二
四
条
一
項
の
解
釈
や
制
度
の
合
理
性
判

断
の
過
程
を
検
証
す
る
た
め
、
あ
る
い
は
最
高
裁
に
お
け
る
合
議
の
中
で
婚
姻
の
規
格
か
ら
外
さ
れ
て
い
る
法
律
上
の
同
性
カ
ッ
プ

ル
の
視
点
に
立
っ
た
議
論
の
き
っ
か
け
を
作
る
う
え
で
も
、
こ
の
よ
う
な
観
点
は
有
益
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る（

（1
（

。

　
こ
の
観
点
か
ら
は
、
例
え
ば
、
法
律
上
同
性
の
カ
ッ
プ
ル
が
婚
姻
す
る
こ
と
に
反
対
す
る
意
見
の
存
在
を
ど
の
よ
う
に
取
り
扱
う

べ
き
だ
ろ
う
か
。
東
京
一
次
地
裁
判
決
は
、
反
対
派
は
「
伝
統
的
な
価
値
観
」
に
根
差
し
た
も
の
で
あ
る
か
ら
「
一
方
的
に
排
斥
す

る
こ
と
も
困
難
」
と
し
た
。
し
か
し
、「
伝
統
的
な
価
値
観
」
に
基
づ
い
た
人
的
結
合
関
係
の
規
格
化
に
は
従
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
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い
と
い
う
要
請
は
、
規
格
外
と
さ
れ
た
者
も
「
伝
統
的
な
価
値
観
」
に
従
う
こ
と
に
よ
っ
て
直
接
又
は
間
接
に
利
益
を
受
け
る
よ
う

な
公
共
的
な
理
由
が
想
定
さ
れ
る
な
ら
、
規
格
外
と
さ
れ
た
者
に
と
っ
て
も
受
容
可
能
な
理
由
に
よ
っ
て
法
律
婚
制
度
が
支
え
ら
れ

て
い
る
と
い
い
う
る
が
、
そ
の
よ
う
な
理
由
は
こ
れ
ま
で
の
訴
訟
の
中
で
示
さ
れ
て
い
な
い
。
東
京
一
次
地
裁
判
決
が
示
し
た
憲
法

二
四
条
一
項
の
解
釈
方
法
は
、
婚
姻
の
規
格
か
ら
外
さ
れ
る
法
律
上
同
性
の
カ
ッ
プ
ル
の
視
点
に
も
立
っ
た
検
討
が
欠
落
し
て
い
る

点
で
不
当
で
あ
る
。

　
こ
の
点
、
大
阪
高
裁
判
決
は
（
東
京
一
次
訴
訟
の
上
告
理
由
書
を
提
出
し
た
後
の
判
決
で
あ
る
が
）、
異
性
婚
の
み
を
婚
姻
と
す
る

「
伝
統
的
な
婚
姻
観
」
を
大
切
に
思
う
反
対
派
が
相
当
数
存
在
し
て
い
る
こ
と
を
認
め
た
上
で
、「
多
様
な
属
性
、
価
値
観
を
有
す
る

国
民
が
相
互
に
人
格
と
個
性
を
尊
重
し
合
い
な
が
ら
平
和
に
共
生
す
る
た
め
」
と
い
う
反
対
派
に
と
っ
て
も
受
容
可
能
な
理
由
を
探

り
な
が
ら
、
反
対
派
に
対
し
て
「
同
性
婚
に
対
し
て
冷
静
か
つ
寛
容
な
態
度
を
期
待
す
る
こ
と
は
…
…
憲
法
二
四
条
の
理
念
に
沿
う

も
の
と
い
え
る
」
と
し
て
、「
同
性
婚
を
法
制
化
し
な
い
こ
と
の
合
理
的
理
由
に
は
な
ら
な
い
」
と
判
断
し
た
。
こ
の
よ
う
な
大
阪

高
裁
判
決
の
判
断
方
法
は
、
必
ず
し
も
国
民
の
意
識
が
一
様
で
は
な
い
中
で
、
憲
法
の
理
念
に
沿
う
中
立
的
な
理
由
に
よ
っ
て
結
論

を
導
こ
う
と
す
る
も
の
と
し
て
高
く
評
価
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

　
ま
た
、「
婚
姻
と
は
別
の
制
度
」
の
想
定
に
つ
い
て
も
、
上
記
の
文
脈
で
は
、「
婚
姻
制
度
で
は
な
く
、
別
の
制
度
を
割
り
当
て
る

こ
と
」
が
、
法
律
上
同
性
カ
ッ
プ
ル
に
と
っ
て
も
受
容
可
能
な
理
由
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
る
か
ど
う
か
と
い
う
観
点
か
ら
、
論

拠
の
一
つ
と
し
て
採
用
さ
れ
る
べ
き
か
が
検
討
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
理
由
は
想
定
で
き
る
だ
ろ
う
か
。

　
少
し
状
況
が
異
な
る
設
例
と
し
て
、
多
宗
教
国
家
に
お
い
て
、
婚
姻
制
度
が
多
数
派
の
あ
る
宗
教
的
在
り
方
に
依
拠
し
て
お
り
、

し
か
も
そ
の
多
数
派
の
婚
姻
の
成
立
や
離
婚
等
に
つ
い
て
の
考
え
方
が
、
少
数
派
の
宗
教
的
在
り
方
と
は
異
な
っ
て
い
る
よ
う
な
社

会
を
考
え
て
み
よ
う
。
こ
の
場
合
、
も
ち
ろ
ん
多
数
派
の
在
り
方
に
偏
っ
て
い
る
規
定
を
排
除
し
た
上
で
、
同
一
の
制
度
に
包
含
す

る
と
い
う
方
法
も
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
そ
の
場
合
、
少
数
派
か
ら
す
る
と
、
多
数
派
に
よ
っ
て
婚
姻
制
度
が
改
正
さ
れ
る
度
に
、
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自
分
た
ち
の
宗
教
的
在
り
方
が
脅
か
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
に
も
な
り
う
る
。
そ
う
す
る
と
、
多
数
派
の
在
り
方
に
影
響
さ
れ
る
こ
と

な
く
自
律
的
に
維
持
・
発
展
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
法
的
な
領
域
を
確
保
す
る
観
点
か
ら
、
婚
姻
制
度
を
多
数
派
と
は
別
に
す
る
こ

と
が
む
し
ろ
少
数
派
の
た
め
に
も
な
る
と
い
っ
た
可
能
性
は
一
応
あ
り
得
る
よ
う
に
思
わ
れ
る（

（1
（

。

　
し
か
し
、
今
の
日
本
社
会
を
前
提
に
考
え
る
と
、
少
な
く
と
も
法
律
上
同
性
の
カ
ッ
プ
ル
に
つ
い
て
、
婚
姻
制
度
の
内
容
を
法
律

上
異
性
の
カ
ッ
プ
ル
と
別
の
も
の
に
す
る
積
極
的
な
意
義
は
見
出
し
が
た
い
。
法
律
上
同
性
の
カ
ッ
プ
ル
が
現
行
の
婚
姻
制
度
を
利

用
で
き
る
こ
と
を
明
記
す
る
た
め
に
法
改
正
を
す
る
場
合
も
、
民
法
の
規
定
の
一
部
の
用
語
を
若
干
修
正
す
る
こ
と
で
対
応
可
能
で

あ
り
、
別
の
制
度
と
す
べ
き
法
技
術
的
な
必
要
性
は
な
い（

（1
（

。
む
し
ろ
、
日
本
社
会
で
は
「
法
律
婚
を
尊
重
す
る
意
識
」
が
浸
透
し
て

い
る
と
い
う
現
実
が
あ
る
こ
と
は
東
京
一
次
高
裁
判
決
も
指
摘
し
て
お
り
、
婚
姻
制
度
と
は
別
の
制
度
が
「
法
律
婚
」
と
同
じ
よ
う

に
日
本
社
会
に
お
い
て
「
尊
重
す
る
意
識
」
を
も
っ
て
受
け
止
め
ら
れ
る
と
は
限
ら
な
い
（
む
し
ろ
海
外
の
調
査
研
究
で
は
婚
姻
と
同

等
の
社
会
的
な
公
認
が
得
ら
れ
て
い
な
い
と
い
う
結
果
が
報
告
さ
れ
て
い
る（

（1
（

。）。
加
え
て
、
婚
姻
と
は
別
の
制
度
に
す
る
こ
と
が
法
律
上

同
性
の
カ
ッ
プ
ル
の
利
益
に
な
る
と
い
う
事
情
や
、
法
律
上
同
性
の
カ
ッ
プ
ル
も
婚
姻
制
度
を
利
用
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
法

律
上
同
性
の
カ
ッ
プ
ル
以
外
の
不
利
益
に
な
る
と
い
う
事
情
も
訴
訟
に
お
い
て
特
に
提
示
さ
れ
て
い
な
い
（
反
対
派
の
存
在
も
論
拠

と
し
て
採
用
で
き
な
い
こ
と
は
前
述
の
と
お
り
で
あ
る
。）。
よ
っ
て
、「
婚
姻
と
は
別
の
制
度
」
の
余
地
と
い
っ
た
想
定
は
、
そ
も
そ
も

法
律
上
同
性
の
カ
ッ
プ
ル
に
と
っ
て
も
受
容
可
能
な
理
由
と
は
い
い
難
く
、
憲
法
解
釈
や
合
理
性
判
断
に
お
け
る
論
拠
と
し
て
採
用

さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
。

　
こ
の
よ
う
に
、
家
族
の
規
格
化
の
線
引
き
に
つ
い
て
中
立
的
な
理
由
に
よ
る
論
証
を
要
求
す
る
こ
と
は
、
訴
訟
に
お
け
る
主
張
立

証
構
造
や
そ
の
中
身
の
議
論
を
統
制
す
る
も
の
と
し
て
も
意
義
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
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6
　
お
わ
り
に
―
―
あ
る
い
は
最
高
裁
で
の
判
断
を
前
に

　
も
っ
と
も
、「
結
婚
の
自
由
を
す
べ
て
の
人
に
」
訴
訟
は
あ
く
ま
で
も
原
告
ら
が
婚
姻
で
き
る
こ
と
を
求
め
る
も
の
で
あ
り
、
憲

法
上
の
婚
姻
の
規
格
化
の
限
界
を
明
確
に
し
よ
う
と
す
る
取
組
み
で
は
な
い
。
最
高
裁
に
お
け
る
判
断
も
当
該
事
案
の
解
決
に
必
要

十
分
な
範
囲
で
一
般
化
し
た
規
範
を
示
す
傾
向
に
あ
り
、
上
記
の
よ
う
な
議
論
が
そ
の
ま
ま
最
高
裁
の
判
決
に
お
い
て
論
証
と
し
て

採
用
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
。

　
そ
の
た
め
、
こ
れ
ま
で
も
「
結
婚
の
自
由
を
す
べ
て
の
人
に
」
訴
訟
は
、
本
件
の
事
案
の
解
決
の
限
り
で
の
判
断
が
可
能
な
よ
う

に
、
法
律
上
同
性
の
カ
ッ
プ
ル
は
法
律
上
異
性
の
カ
ッ
プ
ル
と
実
態
は
「
同
じ
」
で
あ
る
と
い
う
評
価
を
通
じ
て
、
法
律
上
同
性
の

カ
ッ
プ
ル
に
対
し
て
も
法
律
上
異
性
の
カ
ッ
プ
ル
と
等
し
く
婚
姻
の
自
由
が
保
障
さ
れ
る
と
解
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
結
論
を
導
こ

う
と
し
て
お
り
（
こ
こ
に
憲
法
二
四
条
二
項
の
「
個
人
の
尊
厳
」
と
憲
法
一
四
条
一
項
が
重
な
っ
て
議
論
さ
れ
る
素
地
が
あ
る
。）、
上
告
理

由
書
で
も
そ
の
ス
タ
ン
ス
は
変
え
る
べ
き
で
は
な
い
。

　
よ
っ
て
、
上
告
理
由
書
の
検
討
に
当
た
っ
て
筆
者
自
身
が
あ
れ
こ
れ
考
え
て
い
た
内
容
は
概
ね
上
記
の
と
お
り
で
あ
る
が
、
そ
の

す
べ
て
を
上
告
理
由
書
に
記
載
す
る
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。
実
際
に
東
京
弁
護
団
と
し
て
確
定
し
た
憲
法
二
四
条
及
び
憲
法
一
四
条

の
主
張
の
詳
細
は
、
紙
幅
の
関
係
上
、
公
開
さ
れ
て
い
る
上
告
理
由
書（

（1
（

に
譲
る
が
、
上
記
の
考
え
の
片
り
ん
は
、
例
え
ば
憲
法
二
四

条
一
項
の
主
張
に
お
け
る
以
下
の
記
載
に
表
れ
て
い
る
。

「
憲
法
二
四
条
は
、
人
と
人
と
の
親
密
か
つ
永
続
性
の
あ
る
人
的
結
合
関
係
を
国
家
そ
の
他
の
第
三
者
に
干
渉
さ
れ
る
こ
と
な
く
形
成
す
る

と
い
う
家
族
の
維
持
形
成
に
か
か
わ
る
自
己
決
定
権
（
幸
福
追
求
権
）
を
よ
り
具
体
的
に
保
障
す
る
規
定
で
あ
り
、
法
律
婚
の
要
件
が
「
婚

姻
」
と
し
て
保
護
さ
れ
る
家
族
と
そ
れ
以
外
の
関
係
と
を
線
引
き
（
規
格
化
）
す
る
場
合
で
あ
っ
て
も
、
す
べ
て
の
人
の
幸
福
追
求
に
優
劣
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を
つ
け
ず
、
個
人
と
し
て
尊
重
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。」

「
憲
法
一
三
条
に
よ
り
保
障
さ
れ
る
家
族
の
維
持
形
成
に
関
す
る
自
己
決
定
権
（
幸
福
追
求
権
）
は
、
法
律
上
同
性
の
カ
ッ
プ
ル
に
も
法
律

上
異
性
の
カ
ッ
プ
ル
と
等
し
く
保
障
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
憲
法
一
三
条
の
保
障
内
容
を
よ
り
具
体
化
し
、
す
べ
て
の
人
の
幸
福
追
求

に
優
劣
を
付
け
ず
、
個
人
と
し
て
尊
重
す
る
た
め
に
、
婚
姻
が
あ
く
ま
で
対
等
で
自
律
的
な
意
思
決
定
に
委
ね
ら
れ
る
べ
き
こ
と
を
婚
姻
制

度
の
中
核
的
要
素
（
制
度
的
核
心
）
と
し
て
定
め
た
憲
法
二
四
条
に
お
い
て
も
、
法
律
上
異
性
の
カ
ッ
プ
ル
と
同
様
に
、
法
律
上
同
性
の
カ

ッ
プ
ル
に
対
し
て
も
婚
姻
の
自
由
が
保
障
さ
れ
る
と
解
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。」

　
以
上
が
、「
結
婚
の
自
由
を
す
べ
て
の
人
に
」
訴
訟
に
お
け
る
憲
法
論
の
取
組
み
の
一
端
で
あ
る
。
東
京
弁
護
団
や
各
地
域
の
弁

護
団
の
取
組
み
の
成
果
は
、
東
京
二
次
訴
訟
の
高
裁
判
決
や
最
高
裁
に
お
け
る
弁
論
を
踏
ま
え
た
判
決
に
よ
り
示
さ
れ
る
こ
と
に
な

る
が
、
一
人
の
訴
訟
代
理
人
が
頭
を
悩
ま
せ
て
い
た
内
容
が
今
後
の
憲
法
学
の
議
論
に
も
何
ら
か
寄
与
す
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

（
1
）　
原
告
ら
は
、「
同
性
婚
」
と
い
う
名
称
の
、
現
行
の
婚
姻
制
度
と
は
別
の
制
度
を
新
た
に
創
設
す
る
こ
と
を
求
め
て
い
る
の
で
は
な

く
、
あ
く
ま
で
現
行
の
婚
姻
制
度
を
利
用
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
を
求
め
て
い
る
点
も
、「
同
性
婚
訴
訟
」
と
い
う
呼
称
を
避
け
る
理

由
の
一
つ
で
あ
る
（
寺
原
真
希
子
・
三
浦
徹
也
『「
結
婚
の
自
由
を
す
べ
て
の
人
に
」
訴
訟
（
同
性
婚
訴
訟
）
の
最
前
線
』（
恒
春
閣
、
二

〇
二
五
）
一
〇
八
ー
一
〇
九
頁
も
参
照
）。
な
お
、「
同
性
婚
」
と
い
う
問
題
の
定
式
が
多
様
な
性
別
・
性
自
認
の
現
状
か
ら
は
部
分
的
で

あ
る
と
し
て
、「
同
性
」
か
「
異
性
」
か
の
み
を
視
野
に
入
れ
た
法
制
化
が
多
様
な
在
り
方
の
一
部
の
み
に
対
応
し
、
他
を
排
除
す
る
も

の
に
な
り
か
ね
な
い
と
い
う
懸
念
を
指
摘
す
る
も
の
と
し
て
、
沖
野
眞
已
「
同
性
カ
ッ
プ
ル
と
婚
姻
」『
ま
だ
、
法
学
を
知
ら
な
い
君
へ

―
―
未
来
を
ひ
ら
く
13
講
』（
有
斐
閣
、
二
〇
二
二
）
四
七
頁
。

（
2
）　https://w

w
w

.call4.jp/file/pdf/202103/bf0980bee53168cfe5c88ef289f7559a.pdf

（
3
）　
も
し
か
す
る
と
、
東
京
一
次
高
裁
判
決
は
、
そ
の
人
の
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
に
か
か
わ
ら
ず
何
人
も
法
律
上
同
性
と
は
婚
姻
で
き
な
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い
が
法
律
上
異
性
と
は
婚
姻
で
き
る
と
い
う
点
で
現
在
の
婚
姻
制
度
は
形
式
的
に
は
平
等
で
あ
る
と
い
う
理
解
を
前
提
に
、
実
質
的
な
平

等
権
審
査
を
試
み
る
に
あ
た
っ
て
「
配
偶
者
と
し
て
の
法
的
身
分
関
係
の
形
成
が
で
き
る
か
で
き
な
い
か
」
と
い
う
点
に
関
す
る
機
会
の

平
等
を
検
討
し
た
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
札
幌
地
判
令
和
三
年
三
月
一
七
日
判
時
二
四
八
七
号
三
頁
も
、「
同
性
愛
者

が
、
性
的
指
向
と
合
致
し
な
い
異
性
と
の
間
で
婚
姻
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
し
て
も
、
…
…
そ
の
よ
う
な
婚
姻
は
、
憲
法
二
四
条
や
本
件

規
定
が
予
定
し
て
い
る
婚
姻
で
あ
る
と
は
解
し
難
い
」
と
し
て
憲
法
一
四
条
一
項
の
審
査
を
行
っ
て
お
り
、「
結
婚
の
自
由
を
す
べ
て
の

人
に
」
訴
訟
に
お
け
る
一
連
の
憲
法
一
四
条
論
に
は
実
質
的
平
等
審
査
の
萌
芽
が
見
ら
れ
る
が
、
そ
の
際
に
何
に
つ
い
て
の
機
会
の
平
等

が
論
じ
ら
れ
る
べ
き
か
も
検
証
を
要
す
る
。

（
4
）　Plessy v. Ferguson, 163 U

.S. 537 （1896

）.

（
5
）　Brow

n v. Board of Ed. of T
opeka, 347 U

.S. 483 （1954

）.

（
6
）　Id, 347 U

.S., at 494.

（
7
）　
代
表
的
な
も
の
と
し
て
、
安
念
潤
司
「
家
族
形
成
と
自
己
決
定
」『
岩
波
講
座

　
現
代
の
法
14

　
自
己
決
定
権
と
法
』（
岩
波
書
店
、

一
九
九
八
）。

（
8
）　
加
本
牧
子
「
判
解
」
最
判
解
民
事
篇
平
成
27
年
度
下
（
二
〇
一
八
）
六
四
二
頁
、
六
六
九
頁
。

（
9
）　
安
念
潤
司
「『
人
間
の
尊
厳
』
と
家
族
の
あ
り
方
―
―
『
契
約
的
家
族
観
』
再
論
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
一
二
二
二
号
（
二
〇
〇
二
）
二
一

頁
、
二
六
頁
。

（
10
）　
野
崎
綾
子
『
新
版

　
正
義
・
家
族
・
法
の
構
造
変
換

　
リ
ベ
ラ
ル
・
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
の
再
定
位
』（
勁
草
書
房
、
二
〇
二
四
）
六
三

―
六
四
頁
は
、
非
家
庭
／
家
庭
と
い
う
意
味
で
の
公
私
区
分
に
つ
い
て
検
討
す
る
中
で
、「
不
関
与
と
不
介
入
は
区
別
さ
れ
る
べ
き

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

も
の

で
あ
る
と
考
え
る
」（
傍
点
は
野
崎
）
と
し
、
同
性
カ
ッ
プ
ル
の
婚
姻
が
法
律
上
認
め
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
に
つ
い
て
、「
国
家
は
、
か
か

る
婚
姻
法
の
制
定
に
つ
い
て
、
責
任
を
負
う
も
の
で
あ
り
、
国
家
の
不
関
与
は
成
り
立
ち
え
な
い
。
こ
の
場
合
、
同
性
カ
ッ
プ
ル
が
婚
姻

を
す
る
と
い
う
選
択
を
認
め
な
い
点
で
、
国
家
が
介
入
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
彼
ら
に
婚
姻
を
認
め
る
場
合
に
は
、
彼
ら
の
選
択

に
介
入
し
な
い
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。」
と
す
る
。

（
11
）　
こ
の
よ
う
に
憲
法
二
四
条
一
項
と
二
項
の
関
係
を
位
置
づ
け
て
も
、
憲
法
二
四
条
一
項
の
意
義
が
減
じ
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
に
は
な

ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
例
え
ば
憲
法
二
一
条
を
憲
法
一
三
条
の
特
別
規
定
と
位
置
付
け
て
も
、
原
理
的
に
は
憲
法
一
三
条
に
よ
っ
て
判
断
が
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で
き
る
か
ら
と
い
っ
て
表
現
の
自
由
に
つ
い
て
具
体
化
し
た
憲
法
二
一
条
の
意
義
が
損
な
わ
れ
る
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。
憲
法
二
四
条
の

一
般
規
定
が
二
項
で
あ
る
と
し
て
も
、
一
項
が
「
合
意
の
み
」
と
か
「
同
等
の
権
利
」
と
定
め
て
い
る
こ
と
に
よ
る
独
自
の
役
割
を
果
た

す
こ
と
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。

（
12
）　
な
お
、
駒
村
圭
吾
「
同
性
婚
訴
訟
、
ふ
た
つ
の
高
裁
判
決
―
―
高
裁
判
事
た
ち
の
挑
戦
と
そ
こ
に
宿
る
陥
穽
」
法
学
セ
ミ
ナ
ー
八
四

一
号
（
二
〇
二
五
）
五
〇
頁
、
五
四
頁
は
、
憲
法
二
四
条
一
項
の
文
言
解
釈
の
過
程
で
「『
個
人
の
尊
重
』
や
『
個
人
の
尊
厳
』
と
い
う

抽
象
的
原
理
が
解
釈
の
競
合
状
態
を
一
定
の
方
向
に
牽
引
す
る
役
割
を
果
た
す
だ
ろ
う
。」
と
指
摘
す
る
。

（
13
）　
よ
り
直
截
に
憲
法
解
釈
の
論
拠
の
選
別
基
準
と
し
て
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
を
導
入
す
る
も
の
と
し
て
、
小
川
亮
「
解
釈
方
法
論
か
ら
考
え

る
憲
法
二
四
条
一
項
」『
憲
法
問
題
36
』（
全
国
憲
法
研
究
会
、
二
〇
二
五
）
三
五
頁
、
四
〇
頁
。

（
14
）　
筆
者
は
、
二
〇
二
四
年
三
月
八
日
に
提
訴
さ
れ
た
第
三
次
選
択
的
夫
婦
別
姓
訴
訟
弁
護
団
に
も
所
属
し
て
い
る
が
、
同
事
件
に
お
い

て
も
家
族
の
規
格
化
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
も
同
様
に
考
え
る
な
ら
ば
、
仮
に
「
夫
婦
同
氏
」
と
し
て
家
族
の
在
り
方
を
規
格
化

す
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ
の
よ
う
な
規
格
化
が
「
個
人
の
尊
厳
」
に
反
し
な
い
と
い
う
た
め
に
、
当
該
規
格
化
が
氏
を
維
持
し
た
ま
ま
婚
姻

す
る
こ
と
を
希
望
す
る
者
に
と
っ
て
も
受
容
可
能
な
理
由
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
る
必
要
が
あ
り
、
し
た
が
っ
て
夫
婦
同
氏
制
度
に
ど

の
よ
う
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
か
と
い
う
夫
婦
同
氏
と
い
う
在
り
方
だ
け
の
側
に
立
っ
た
議
論
で
は
な
く
、「
氏
を
維
持
し
た
ま
ま
婚
姻
す

る
と
い
う
例
外
を
一
切
認
め
な
い
こ
と
の
合
理
性
」
を
中
立
的
な
根
拠
に
よ
っ
て
論
じ
る
べ
き
（
中
立
的
で
な
い
理
由
を
排
除
し
て
論
じ

る
べ
き
）、
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

（
15
）　
こ
の
よ
う
な
設
例
は
、Jeffrey A

. Redding, D
ignity, Legal Pluralism

, and Sam
e-Sex M

arriage, 75‌ Brook.L.Rev.791

（2010

）
に
お
け
る
議
論
を
参
考
に
し
て
い
る
。
同
論
文
は
、
イ
ン
ド
な
ど
の
家
族
法
制
を
参
照
し
な
が
ら
、
多
数
主
義
的
婚
姻
制
度

（m
ajoritarian m

arriage

）
に
包
摂
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
主
体
性
（agency

）
を
維
持
し
て
尊
厳

あ
る
存
在
と
し
て
の
承
認
を
可
能
に
す
る
た
め
に
別
の
制
度
を
模
索
す
る
こ
と
が
〝separate and better

〟
と
な
る
可
能
性
を
論
じ
た

も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
本
文
中
で
も
述
べ
た
と
お
り
、
法
律
上
同
性
の
カ
ッ
プ
ル
と
法
律
上
異
性
の
カ
ッ
プ
ル
と
で
法
制
度
の
内
容
を

別
に
す
る
必
要
性
が
な
い
点
を
考
慮
す
れ
ば
、
別
の
制
度
と
し
て
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
「
主
体
性
」
を
維
持
す
る
利
益
は
特

に
な
く
、
そ
の
よ
う
な
理
由
も
「
法
律
上
同
性
の
カ
ッ
プ
ル
に
と
っ
て
受
容
可
能
な
理
由
」
と
は
い
え
な
い
で
あ
ろ
う
。

（
16
）　
一
例
と
し
て
、
公
益
社
団
法
人M

arriage For A
ll Japan

が
二
〇
二
三
年
三
月
に
公
表
し
た
「
マ
リ
フ
ォ
ー
法
案
」
が
あ
る
。
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https://w

w
w

.m
arriageforall.jp/w

p-content/uploads/2025/03/5dd583d2e8819a5556b0f948885e525e.pdf

（
17
）　
一
例
と
し
て
、Equality N

etw
ork, E

qual M
arriage: R

eport of the E
quality N

etw
ork Survey of LG

BT
 People’s 

V
iew

s on M
arriage E

quality  （Jan. 2011

）
が
あ
る
。

（
18
）　https://w

w
w

.call4.jp/file/pdf/202506/10c35e4429c1061c83996914b6355620.pdf
【
追
記
】
令
和
七
年
二
月
二
八
日
に
東
京
二
次
訴
訟
の
高
裁
判
決
が
あ
り
、
合
憲
の
判
断
が
示
さ
れ
た
。
当
該
判
決
の
検
討
を
こ
こ
で
記
載

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
婚
姻
の
規
格
か
ら
外
さ
れ
て
い
る
法
律
上
同
性
の
カ
ッ
プ
ル
の
視
点
に
も
立
っ
た
合
理
性
の
検
討
が
さ
れ
て

い
な
い
こ
と
に
問
題
が
あ
る
。
最
高
裁
に
向
け
て
、
合
理
性
が
あ
る
と
は
ど
の
よ
う
に
判
定
さ
れ
る
べ
き
か
に
つ
い
て
議
論
を
深
め
て
い

く
必
要
が
あ
る
。




